
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

    

鉾田市立大洋中学校 

保健室 

令和５年1２月1日 

 

12月になりました。今年も残すところあと 1ヶ月ですね。 

冬は、感染症が流行しやすい季節です。引き続き、手洗い・うがい、マスクの着用などの今まで通り

の感染症対策をしっかり行いましょう。また、夜更かしや睡眠不足は、体の免疫力を低下させます。生

活リズムを崩さないようにし、自分の健康は自分で守りましょう。 

裏面は「がん教育講演会」についてです。是非ご覧ください。 

＊ 毎月の保健だよりは、生徒のみなさん、保護者の皆さまそれぞれお読みいただければと思います。 

１２月の安全目標 

冬休みの安全な生活について考えよう 

１２月の保健目標 

かぜ・インフルエンザを予防しよう 

12月 1日は世界エイズデー 

保健委員会を中心にエイズについての啓発

活動を行い、12月 6 日（水）にレッドリボン

を全校で付けて過ごす予定です。 

レッドリボンは、「エイズに関して偏見や差

別をもたない、ＨＩＶ患者・エイズ患者の方々

を理解し、支援していきます。」ということを

意味しています。この機会に、エイズについて

考えて予防するとともに、差別、偏見をもたな

い行動をとってほしいと思います。 

 

～歯と口の健康教室～ 

日時：令和５年 1２月１２日（火） 

対象：第 1学年 

講師：歯科衛生士 末岡 史帆 さん 

   保健師 榊原 麻衣子 さん 

場所：各教室 

～ゲーム依存症講演会～ 

日時：令和５年 12月１９日（火） 

対象：全学年、保護者（希望者） 

講師：茨城県精神保健福祉センター  

場所：体育館 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月２２日（水）に茨城がん体験談スピーカーバンクの志賀俊彦さんをお招きし、２年生と

学校保健委員さんを対象に「がん教育講演会」を開催しました。志賀さんの前向きな姿勢や諦め

ないという思いから、がんと向き合う方々への誤解や偏見をなくすことができ、自他の健康や命

の大切さ、互いに支え合うことの大切さを考えることができました。また、「大切な人ががんにな

ったら」というテーマでグループワークを行い、生徒からは、「笑顔で過ごせるようにする」「励

ます」「やりたいことを一緒にする」「病気について知る」など、たくさんの意見が出ました。 

講演の内容 

〇がんについての基本的な知識        〇がん発覚時と告知時の心境とその後の行動 

〇治療中に辛かったことや楽しかったこと 〇がんになって気づいたこと 

〇がん患者への接し方（グループワーク） 

志賀さんのように、がんになっても落ち込むだけでは

なく、色々調べたり、色んな人とコミュニケーション

をとったりして諦めないことが大事だと思った。 
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がんの学習は健康な生活に重要だ

 がんは悪いものとしか考えていなかったけど、がん

になったことで新しい人と交流したり、がんが治った

あとに様々なことに挑戦したり、がんにならなかった

らできなかったこともあるということを知り、がんの

悪いイメージは大きく変わりました。 
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将来、がん検診を受けようと思う
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家族や身近な人が健康であってほしい
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日頃から健康な体づくりに取り組む
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講演後、がんへのイメージが変わった

プラスに変わった

どちらかといえばプラ

スに変わった

どちらかといえばマイ

ナスに変わった

マイナスに変わった

 初め、がんは怖い病気だと思っていたが、早期発見

すれば治すことができることやステージ４と診断され

ても元気に生活できている先生の話を聞き、怖い病気

だけど希望のない病気ではないと知れた。 

 がんになった人は辛いだけだと思っていたが、前向

きに生きていると聞いてほっとした。志賀先生のよう

に、助かる確率が低くても諦めずにがんについて学ん

でいることがすごいと思った。 

がんになっても早期発見で治る確率が高いことや

生存確率が低くても手術で成功して元気に日常を過

ごせていることに驚いた。もし自分の大切な人ががん

になったら、お見舞いしたり、「大丈夫だよ」と励ま

したりして安心させることが大切だなと思った。 

がんになっても必ずなくなるわけではないのだとわ

かった。これからは病気にならないように生活習慣に

気を付けたり、定期的に検診を受けたりしようと思う。

そして、命は簡単に諦めちゃいけないと思えた。 

がんは日本人の２人に１人がなると知り、自分もな

る可能性があるのだと身近に感じました。がん検診を

受けられる年齢になったら、行ってみたいと思います。 

～学校保健委員の方々より～ 

・講師の先生が経験談を通してわかりやすく、楽しくお話され、子供達もがんに対してのイメージが変わったと

思います。ワークショップも積極的に行われ、「自分の健康は自分で守る」この言葉心に残ってほしいです。 

・がんは 2 人に１人患うが、がんになっても焦らず、今できる行動をする、楽しむことで死亡率などの決まっ

た数字通りでない未来へと変えることができると思いました。 

タバコを吸わないことやバランスのよい食事をす

ること、適度な運動をすることなどによって予防でき

るがんもあるが、気を付けていてもがんになる可能性

があるので、がん検診を受けられる年齢になったら検

診を受けたいと思った。 

 がんは一生治らない病気だと思っていたが、がんを

経験したことのある志賀先生の話を聞き、がんは治す

ことができることを知った。がんになっても焦らない

ことが大切だと思った。 

日頃の生活習慣を見直して、がんにかかる可能性を

少しでも低くできるように予防しようと思った。 

 がんは早期発見すれば９割は治るということがわか

ったので、検診を受けられる年齢になったら定期的に

検診を受けようと思いました。 

 

がんという病気についてあまり詳しく知らなかった

から、がんになってしまったらどうしようもないのだ

と思っていた。でも、治療すれば治ることや生活習慣

を見直せば予防できるがんもあると知り、自分ががん

になっても希望を捨てずに生きたいと思った。 

がんについての知識だけではなく、患者さんや周囲の

人の気持ちもよく理解できた。もし大切な人ががんに

なったら、話し相手になったり、がんについてしっか

り調べたりしたいと思った。 

 

 これからは運動したりバランスの良い食事を食べた

りして、がんを予防したいと思った。大人になってもタ

バコを吸ったり、お酒を飲み過ぎたりしないようにし

たいと思った。 


